
的確なトレーディングとリスク管理

多様な顧客ニーズを満たす金融商品

そこには私たちが創った数理モデルとテクノロジーがある

さあ、この創造的な仕事を体感しよう

Quants/Technology InternshipQuants/Technology Internship

三菱UFJモルガン・スタンレー証券

第 1 回 2019/2/4（月） 2/8（金）
2019/2/18（月） 2/22（金）
2019/3/4（月） 3/8（金）

クオンツ/テクノロジー
インターンシップ

【クオンツ/テクノロジー インターンシップ説明会】

私たちの仕事、それは、数理モデルと先端テクノロジーを武器に世界の金融市場に挑むこと
私たちの仕事、それは、マーケットの背後に潜む本質を捉えたモデルの探求

絶え間無く動くマーケット、膨大なデータを高速且つロバストに処理するシステムの構築
AIやデータサイエンス等の最先端テクノロジーを用いた新しいソリューションの創出

理学、工学、情報科学といったバックグラウンドを持つスペシャリスト達が
専門性を発揮し活躍している現場で、ご自身の可能性を試してみませんか。

第 2 回

第 1 回

第 2 回

第 3 回

2018/11/8（木）13:0 0 -16:30

13:0 0 -16:302018/11/28（水）

一次締切：2018/12/3 (Mon) 10:00　最終締切：2019/1/7 (Mon) 10:00

第1回締切：2018/10/29 (Mon) 10:00
第2回締切：2018/11/19 (Mon) 10:00申し込み締切



http://www.sc.mufg.jp/company/recruit/internship

① 2019年2月4日（月） ～ 2月 8日（金）
② 2019年2月18日（月） ～ 2月22日（金）
③ 2019年3月4日（月） ～ 3月 8日（金）

大学院修士課程または博士課程に在籍する学生で、上記①～③のいずれかの回に全日程参加可能な方。

※プログラムは事前の連絡無く変更となる可能性があります。

〒100-8127東京都千代田区大手町1-9-2 大手町フィナンシャルシティ グランキューブ

※一次締切にご応募いただいた方には、面接予約の際に優遇対応をさせていただきます。

実施期間

三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社 本社開催地

プログラム内容

応募資格

募集期間

下記の弊社ホームページよりエントリーをお願いいたします。以下3点をお済ませいただくことで応募完了となります。
□エントリーシートの提出　□WEB適性検査の受検　□顔写真のアップロード

□ 報酬は支給いたしません。
□ 交通費は「関東圏外からお越しの方」のみ実費支給します。
□ 宿泊が必要な参加者には、宿泊施設をご用意いたします。
□ 昼食は弊社にてご用意いたします。

応募方法

報酬・交通費

書類選考と面接により参加者の選考を行います。
書類選考の結果、面接に進んでいただく方には個別にご案内申し上げます。
※面接は東京にて実施予定ですが、遠隔地の方とは電話面接となることがあります。

選考方法

各回とも若干名募集人数

書類選考 面 接 参加決定エントリーシート

クオンツ/テクノロジー  インターンシップ概要

●第1回：2018年11月8日（木） 13:00～16:30　●第2回：2018年11月28日（水） 13:00～16:30

●第1回締切：2018年10月29日（月）10:00　●第2回締切：2018年11月19日（月）10:00

クオンツ業務・テクノロジー開発業務、および上記インターンシップの概要をご説明します。

下記の弊社ホームページよりエントリーをお願いいたします。応募人数が多数の場合、書類選考とさせていただきます。

各回30名程度

実施日

募集期間

内容

応募方法

募集人数

クオンツ/テクノロジー  インターンシップ説明会

※弊社のインターンシップは就業体験の提供が目的であり、採用選考活動とは関係ありません。
※説明会への参加はインターンシップの選考及び採用選考活動とは関係ありません。

詳細・ご応募はこちら

● 一次締切：2018年12月3日（月） 10:00　● 最終締切：2019年1月7日（月） 10:00

※全専攻対象。金融に関する知識は問いません。

【講義】　※両コース共通
□ 証券ビジネスの概観　□ クオンツ業務に関する説明と金融工学の基礎的な講義　□ デリバティブ評価システム開発業務に関する説明
□ アルゴリズムトレーディング構築業務に関する説明　□先端ソリューション開発業務に関する説明
□ トレーディング業務やリスク管理業務に関する説明
【課題】下記のようなテーマに取り組み、その成果を社員に対してプレゼンテーションしていただきます。
□ クオンツコース課題例
・デリバティブの時価評価モデルの高度化策を提案　・デリバティブのリスク量の分析
□ テクノロジーコース課題例
・デリバティブ評価システム開発体験　・執行アルゴリズムのロジック考案とパフォーマンス分析　・マーケットデータとデータサイエンス技術を利用した分析

講義と課題の二軸で、クオンツ業務やテクノロジー開発業務についての理解を深めていただきます。

※各回とも8:40 ～17:10（休憩1時間）× 5日間

※エントリーシート提出の際、ご希望の日程とコースをお選びください。 ※複数選択可能。両コースにまたがる選択も可能です。（参加できるのは１つのみ）
※コースの希望は最大限配慮しますが、ご希望に沿えない場合もございます。


